
じゅうぶん甘えた人が自立する 

時代が変われば、良いと言われる教育観も違ってきます。自分が受けてきた教育にとらわ

れず、価値観をアップデートしていきましょう。 

 

 

 

 

★その行動は甘やかし？ 

（１） 泣いたとき、すぐに抱っこしてあげると抱き癖がつくのか？  
 

子育てをしていると悩むのが「子どもの要望を聞いてあげる」ことと、「甘やかし」の境

界線です。乳・幼児期の子どもには、たっぷり甘えさせることが大事です。赤ちゃんな

ら、とにかくスキンシップ。抱っこされることによって子どもは「自分は大切にされてい

る」と感じるので、大いにやってください。 
 

（２） 自分で出来るのに「服着せて～」と言ってきたらどうすべきか？ 
 

これには「自分でやりなさい」と言ってしまう人も多いのではないのでしょうか。『甘や

かさないことが自立』と思われがちですが、自立のもとになるのは意欲です。その意

欲のもとは、安心感です。安心感はどこからくるかというと、十分な甘えからです。つま

り、甘えない人が自立するのではなく、甘えていいときに、十分に甘えた人が自立する

のです。 
 

子どもの甘えは親への愛情確認であり、それに応えてあげることは、自立に必要なもので

す。「おもちゃ買って」、「お金ちょうだい」などの物質的な要求は「甘やかし」になるため、き

ちんと制限し、精神的な要求には応えてあげるべきということです。 

 

 

 

 

★まずは無条件に愛情を注ぐ  

子どもの行動の善しあしにかかわらず愛情を注ぐ「無条件の接し方」をし、そ

して、ほめるときは結果ではなくプロセスを見て、できるだけ具体的にほめましょ

う。そのためには、子どもをしっかり観察することが大切です。 
 

いつも「ほめる」「叱る」を繰り返していると、子どもは、いつまでたっても親の言葉に振り

回され、判断を親に頼ってしまい、自分で決める力がつきません。 

「ほめる人」と「ほめられる人」といった上下の関係ではなく、横の関係になって、「勇気

づける」。「頑張っているね」などプロセスを認めてあげたり、「ありがとう」と感謝したり

することが必要です。 

例えば、子どもがお手伝いしてくれたら、「いい子ね」「えらいね」とほめるのではなく、

「お母さん助かったよ」「ありがとう」など、自分の働きが親にどのような影響を与えたか

を教えたほうがよいです。 
 

親に手をかけてもらっただけ (＝愛情という水をかけてもらっただけ) 子どもたちは大きく育

っていきます。 一瞬一瞬を大切にし、これからも子どもの成長を共に見守っていきましょう！ 

参照～ 子育て本ベストセラー100冊の「これスゴイ」を 1冊にまとめた本 

 

 

☆  ９日（土）卒園式 

・園児は４、５歳児が参加、卒園児の保護者のみ参加になります 

☆ ２９日（金）修了式 

 ・園内行事です。保護者の参加はありません。 

☆絵本代、保護者の会会費、完納ありがとうございました。 

☆年度末にアルバムや作品等を持ち帰ります。持ち帰りの袋は毎年使用します。 

新年度になりましたら、袋の提出をお願いします。 

お別れ遠足について 

１５日（金） 

お別れ遠足を予定しています。 

 

★ 持ってくるもの 

・お弁当 ・水筒 ・おしぼり ・シート 

 

  

 

 
日 曜 行事予定 

１ 金 ひなまつり 

２ 土  

３ 日  

４ 月  

５ 火  

６ 水  

７ 木 体操教室 

８ 金  

９ 土 卒園式 

10 日  

11 月  

12 火 英語教室（3、4 歳児） 

13 水 誕生会 

14 木 
体操教室 

（2、3、4 歳児） 

15 金 
お別れ遠足 

お弁当の日 

16 土  

17 日  

18 月  

19 火  

20 水 春分の日 

21 木  

22 金 お別れ会 

23 土  

24 日  

25 月 新年度説明会 

26 火 防災訓練 

27 水  

28 木  

29 金 修了式 

30 土  

31 日  

× 甘えを許すと 

わがままになる 

３月 園だより 

あやめ原こども園  令和 6年３月 

 花々もほころび始め、今年度、最後の月となりました。この１年間で、様々な経験を通

し、たくさんの事が出来るようになった子どもたち。 心身ともに大きく、立派に成長しま

したね。残り少なくなりましたが、子どもたちが楽しく過ごせるよう、１日１日を大切に過

ごしていきたいと思います。 

 保護者の皆様には、たくさんのご協力とご理解をいただき、本当にありがとうございま

した。 

・子どもの気持ちを受容し、情緒の安定をはかることで、就学、進級への喜びを

持つことが出来るようにする。 

・春の訪れや成長を喜び、感じとる。 

保育目標 

新年度説明会 

 

日：２5日（月） 

時：２０時～２１時予定 

 

夜遅くの為、保護者のみ 

の参加となります。 

 

 

 

     

〇 じゅうぶん甘えた人が 

自立する 

× なんでもほめよう 〇 ほめ方を工夫する 


